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■公共住宅建設工事標準仕様書 平成 25 年度版 ＜その他全般的な質問・要望等＞                                          2014 年 12 月 

 

その他全般的な質問・要望等 質問文書 回答文書 

仕様書のサイズ ・今回 A4 版にサイズが大きくなりましたが、以前の A5 版（説明会資料では、

Ｂ5 版となっていますが、実際は A5 版）の方が現場での使用も含め使いや

すい。公共建築工事標準仕様書（官庁営繕関係基準）は平成 25 年度版も A5

版です。 

事連協会員から以下の要望があり、A4 版になりました。 

・文字フォントを大きくしてほしい。 

・文字が小さくて読みづらいため。 

・A4 版にして薄くしてほしい。 

・コピーする際に、A4 版が扱いやすい。 

木造住宅の場合 ・木造住宅の場合、環境測定は何か所行えばよいのか？ ・仕様書において、測定箇所の記載はございません。 

正誤表等について ・正誤表はありますか？ ・作成次第、公共住宅事業者等連絡協議会 HP にて公表します。 

・説明会資料及び正誤表があれば、データ（エクセル等）で頂けないでしょう

か？ 

・改ざん可能なデータでの提供を行っていませんが、公共住宅事業者等連絡協

議会 HP にて PDF データを公表しています。 

仕様書の統一や発行日につ

いて 

・今回、平成 25 年度版として改定されましたが、発行日が平成 25 年度を過ぎ

た、平成 26 年 4月 21 日であり、平成 26 年度版としない理由はありますか？ 

・国土交通省大臣官房官庁営繕部の公共建築工事標準仕様書（平成 25 年版）

と整合を図っており、作業年度が平成 25 年度の為、本来は平成 25 年度中に

発行するものです。 

・公共建築工事標準仕様書（官庁営繕関係基準）が平成 25 年度に改正され、

それに整合させている部分が多数ありますが、同じ内容については、「公共

建築工事標準仕様書（官庁営繕関係基準）に統一し、公共住宅の部分のみの

仕様書は別に設けるなど工夫をし、発行を早めることはできないか？ 

・営繕の施設系の仕様から住宅特有の仕様を分けることは、その是非について、

現在様々な方から意見が出ており、今後の検討課題とさせて頂きます。 

・発行を早める理由が不明ですが、発注時点で各事業者がどの年度版を使用す

るかを判断すれば良いと思われます。 

適用日について ・平成 25 年度版の国土交通省や東京都の適用日はいつからですか？平成 25 年

度に遡るのでしょうか？ 

・それぞれの事業体が契約書において定めるものであって、仕様書で定めるも

のではありません。 

 


